
第 2学 年 道 徳 学 習 指 導 案
f

日 時   平 成16年 11月 26日 (金)5被 時  ―

児 童   男 11名  女 26名  計 37名

指導者  菊  池  ひ とみ ・芦 田  治 ―郎

1.主 題名  覇 気をもって  1-(3)警 悪の判断,勇 気

2.資 料名  お れた も のきじ (東京書籍 「みんな た のしく」指導者一部改作)

3,主 題について

【価値について】

第1学年及び第2学年の内容項目の11主 として自分自身に関すること」の(3)に 「よいことと悪いこと

の区別をし,よ いと思うことを進んで行う」とある。

この脚邸iよ いことあるいは正しいことについて的確に判断し,勇 気をもつて主体的に取り組める児童

を育てようとするものである。中学年では1-(4)「 正しいと思うことti勇 気をもつて行うJに 発展し,

高学年では1-(2)「 より高い目張を立て,希 望と覇気をもってくじけないで努力する」に統合している。

社会生活の中に1よ いろいろな力関係がある。その力関係の中で、弱い者が強い者の言うなりになり,正

しいことが通らないような社会であつてはならない。弱い立場や強い立協の子どもがいる学織集団において

も,そ れは同じことである。より積極的で健康的な自己を形成するためには何事にも積極的に取り組む姿勢

が必要となる力iそ の原動力が勇気である。しかも,そ れは蛮勇ではなく,よ いあるいは正しいと判断でき

る力を伴つた雰気である。正や不正を見極めようとする芽が育ってきているこの時期に,行 つてよいことと

悪いことが区別できる判断力を養うとともに,ど んな立場にあつても,よ いと思つたことは進んで行おうと

する気持ちを養うことが大切であると考え,本 主題を設定した。

【児童について】

毎日の帰りの会で,きまりやマナーを守らない人がいることに関しての発表がいくつか出される。「それは

よくないことだ」と薬感としてとらえることができる現れであろう。しかし,強 い立場の友連に誘われた時

には内容を吟味せずに同一行動をとつてしまつたリロよくないと思つても注意ができなかつたりすることも

多い。このような子ども達に,善悪の判断力を高めることや勇気を持つて指摘しようとする気持ちを持たせ

ることは,大 切なことと考える。

【資料について】

資料 『おれたものさし」は,自 分の折つたものさしをひろしに押し付け,罪 をかぷせようと支め立ててい

るのぼるに,主 人公 「ぼく」力境気を持つてその不正を指摘するという話であると弱い立褐のひろしに,自

分の罪をかぶせようとするのぼる。力の強いのぼるに抵抗できないひろし。物陰から格子を見ている主人公

町ま(」の気持ちの変化。学観内の友達の力関係をよく知っており,強 い立場の子に対して!去 やはりよい

と思うことを主張できずにいる2年生の子ども連にとつて,登 場人物と自分とを重ね合わせ,気 持ちを考え

ることができる資料である。また,町まくJが とった勇気ある行動に業感させながら,主題に追ることのでき

る整観な資祭で轟ると考えると

4.本 時の指導にあたって

導入では, 2枚の緑を提示する。花壇に入つて遊ぷという同じ行為でも, 1年 生がやつた場合と上級生が

やつた場合とでは 目韓した自分がとろうとする行動が違うということから,価値への意識付けを行いたしヽ

展開前殿では おれたものさしを押し付けられて泣き出しそうになつているひろしの姿に以前の自分を重

ね合わせ,強 い立域ののぼるに対してよいと思つたことを主張するべきか否か思い悩む 『ぼく」の気持ちに

十分業感させたしヽ そして,思 い切つてよいと思う行動をすることができた,そ の原動力が勇気であること

に気付かせたい。

展開後段で1汽 自分が勇気を出して行動できた時のことを思い出させ,そ の時の気持ちを考えさせること

で,価 値に対する自党を深めたい。

まとめでは・導入で使用した2枚の絵を再び提示し,よ いと思うことを進んで遂行することの尊さについ

て印象付けて終わりたい。
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5.ね らい  自 分がよいと思つたことは由態甘或 進んで行おうとする出情を養う。

6. 舛報争の癌離幅

離 帥 帥 璃 され廃制電重αルEW明研き 抽

導

入

5
分

1, 2枚0檎を見て話し合う。

02枚 の絵を見て,みなさんはどう

思いますお、

1年」こなら注意できる。

上撤生は注意したしヽすどこれ ヽ

どうしようれ 迷う。

2枚の絵を提示し,注意するかど

うか,逃 いを引き出し,価値への

意識付けを図る。

展

開

前

段

３。

分

2.資 料 Fぉれたものきし」君読私

話し合う。

Oお 話を聞いて,心 に残つたのはど

んなことです力、

Oおれたものさしを持つたのぼるを

見て・町まく」はどんなことを考え

たのでしょう。

0おれたものさしをじつと見つめて

いる 「ぼく」は, どんなことを考

えているでしょう。

◎どうして 「ぼく」は思い切つて行

動することができたのでしょう。

Oのぼるにはつきりと話せた 「ぼく」

は,自 分自身のことをどう思つた

でしよう。

口Rまく」が|の ぼるにものさしを澄

したところがえらいと思つた
。研謁 r まするしЧ材圭

・ま泊研まるが崚じ名
a脚 コ叱られえ〕て乳
・あやまらなくちゃだめ亀
・何か言つたら,自 分も巻き添えを

食うかもし村よし、
。前こ ぼくも同じ経験をし名
。あの時は,の ぼるに言いたいこと

お看え櫛 つヽた

。の同莉報鈍功ヽら。こわし、
・のぼるの仲間に,何 か言われるか

もしれなしヽ
・ひろしは何もしていないのに,か

れ そう亀
・どうしたらしlいんだろう。
・何とかして瀬】■、
・悪いのはのぼるだ。はつきり言わ

なくちゃ。

・自分がよいと思うことをしたしヽ
コひろしを憩者にしたくなしヽ
口悪いことは静せなし、

・ドキドキしたけど言えてよかつた。
・意外と勇気があるんだなあ。
・b00ぼ るに言うなんて,す ごい。

・「ぼく」=よ しおであることを知ら

せる。
・子ども達の素直な感想の中から主

人公が変容するところを取り上

liね らいとする価値への方向付

けをすれ壮■ヽ

・先生のものさしを折つたのぼるの

行為を見て正直に謝れと願う主人
/ADiH静をメ謁踏g輯 さ協 。
・のぼるの言動や,周 りにいる仲間

達の様子から,の ぼるの人物像を

つかませたし、

,よいと思うことは進んで行うこと

が大切だと考えている子どもと,

言い出すことは難しいと考えてい

る子どもの見方 口感じ方・考え方

を交流させ,主 人公の心の弱さヘ

UDリモ』翌路注"努亀めたし、

・勇気を持つて行動できた 日まく」

の姿から,ね らいとする価値を把

握さH聞としヽ

・ワークシィトに書かせることで価

値を実現できた心地よさ味わわせ

たしヽ

展
開
穫
度
７
分

3,自帥 を振り返る。

O迷 つたけれ4窮 気を出して行動

できた時のこと。その時の気持ち

を発表しましょう。

。そうじの時間,ふ ざけている人に,

思し域,つて注意をした
。とてもすっきりし,L

t日常生活での子どものよさをを記

録した 「いいとこ発見ファイメ町

をもと!毛聴 る。

士
，
あ
百
分

4.謝宙岡味静日聞く。
・自分がよいと思う行動をしようと

する論 を高めさせたし、
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資 料 分 析   |

資料名 :おれた も のさし (東京守籍 「みんな た のしく」指導者一部改作)

ねらい :自分のよいと思つたことは遠慮せず,進 んで行おうとする心情を養う。

‐‐
岸
Ｏ
Ｏ
‐‐

場
面

のぼるが自分の折つたものさしを,ひ ろしに持た

せたのを見ている 「ぼくJ

ひろしの姿と過去の自分とを重ね合わせ,も のさ

しをじつと見つめながら, どう行動するべきか考

えている 「ぼく」

思い切ってひろしの手からものさしを取り,の ぼ

るに渡す 「ぼく」

主
人
公
の
心
の
動
き

日たいへんだ。先生に叱られるぞ。

・正直にあやまれ。

・なぜ誰もひろしを助けないんだ。

・ぼくも前に,同 じようなことなされたな。

・あの時!よのぼるに何も言えず口 くやしかつた。

・のぼるは強くて,仲 間もたくさんいる。ひろし

の味方をしたら,ぼ くがいじめられるかも…・

・このままでは,ひ ろしがかわいそうだ。

・悪いのはのぼるなのだから,は つきり言つてや

らなくちゃ。

人のせいにしようとするのぼるが許せない。

今度こそ,は つきり言いたい。

ひろしは何もしていないんだ。

外
的
状
況

・のぼるが, じるっとあたりを見まわした。

'のぼるのなかまたちが,つ ぎつぎとはやしたて

た。

コひろしは,おれたものさしをもたされて,今に

もなき出しそうにしている。

・のぼるはしらんかおをし|てものさしをうけとろ

うとしなかつた。
・のぼるは,て れくさそうにおれたものさしをう

けとつた。
‐

児
童
の
心
の
動
き

Oま たのぼるが壊した。

O先 生に叱られるぞ.

0あ やまらなくちゃだめだ。

●何か言つたら,自 分も巻き濡えを食うかも。

●前に,ぼ くも同じ経験をした。

●あの時は,言 いたいことが言えなかつたと

0の ぼるは強いから,こ わい。

●のぼるの仲間に,何 か言われるかもしれない。

0ど うしたらいいんだろう。

Oひ ろしは何もしていないのに,か わいそうだ。

0何とかしてあげたい。

O悪いのはのぼるだ。はつきり言わなくちゃ。

O自 分がよいと思うことをしたかった。

Oひ ろしを惑者にしたくなかった。

O悪 いことは許せなかつた。

発
　
問

O折 れたものさしを持つたのぼるを見て,「ぼく」

はどんなことを考えたでしょう。

O折 れたものさしをじつと見つめている 「ぼく」

は,ど んなことを考えているのでしょう。

◎どうして 「ぼく」は思い切つて行動できたので

しよう。



お
れ
た

も
の
さ
し

何
か
が
　
パ
シ
ー
ン
と
　
わ
れ
る
　
音
が

し
た
。
ぼ
く
が
　
見
る
と
、
ゆ
か
の
　
上
に

お
れ
た
　
も
の
さ
し
が
　
お
ち
て
い
た
。

（た
い

へ
ん
だ
。
先
生
の
も
の
さ
し
だ
。
）

お
れ
た
　
も
の
さ
し
を
　
も

つ
た
　
の
ぼ
る
が
、

じ
ろ

つ
と
　
あ
た
り
を

の
ぼ
る
は
、
そ
ば
に

と
こ
ろ

へ
　

行

っ
た
。

「お
ま
え
が
お

っ
た
ん
だ
ろ
、
こ
れ
。
」

の
ぼ
る
は
　
ひ
ろ
し
に
　
も
の
さ
し
を
も
た
せ
た
。

見
ま
わ
し
た
。

い
る
　
ひ
ろ
し
の
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「そ
う
だ
、
そ
う
だ
。
ひ
ろ，
し
が
　
お
つ
た
ん
だ
。
」

「
ひ
ろ
し
が
　
も
の
さ
し
を
　
お

つ
た
。
」

の
ぼ
る
の
　
な
か
ま
た
ち
が
、

つ
ぎ

つ
ぎ
と

は
や
し
た
て
た
。

ひ
ろ
し
は
、
お
れ
た
　
も
の
さ
し
を

も
た
さ
れ
て
、
今
に
も
　
な
き
出
し
そ
う
に

し
て
い
る
。

ぼ
く
は
　
む
ね
が
　
ど
き

つ
と
　
し
た
。

（あ
の
時
と
　
同
じ
だ
‥
モ
‥
ぜ

ぼ
く
は
　
ひ
ろ
し
の

さ
し
出
し
た
。
の
ぼ
る
は
と
こ
ろ
に
　
か
け
よ

つ

し
ら
ん
か
お
を
し
て

こ
ん
ど
は
　
思
い
切
っ
て
、

「も
の
さ
し
を
　
お
つ
た
の
は
　
き
み
だ
ろ
”
ぼ
く
は
　
見
て
い
た
ん
だ
ぞ
。
」

と
言
つ
て
、
も
の
さ
し
を
　
の
ぼ
る
の
　
か
お
の
前
に
　
つ
き
出
し
た
。

の
ぼ
る
は
、
て
れ
く
さ
そ
う
に
　
お
れ
た
　
も
の
さ
し
を
　
ンつ
け
と
つ
た
。

―

浮
ｏ
∞
―

あ
の
時
も
、
ち
ょ
う
ど
　
今
み
た
い
に
、

の
ぼ
る
は
　
わ
れ
た
　
下
じ
き
を
　
ぼ
く
に

お
し
つ
け
た
。
み
え
ち
や
ん
の
　
下
じ
き
を

わ

つ
た
の
は
　
の
ぼ
る
だ

っ
た
の
に
。

あ
の
時
　
ぼ
く
は
、
の
ぼ
る
に
　
何
も
言
う

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

（ひ
ろ
し
、
き
み
は
　
何
も
　
や

っ
て

い
な
い
ん
だ
ぞ
。
）

と
、
ぼ
く
は
　
心

の
中
で
　
何
ど
も
何
ど
も

つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
も
の
さ
し
を
　
じ

つ
と

見

つ
め
た
。

て

、お
れ
た
　
も
の
さ
し
を
と
り
、
何
も
言
わ
ず
に
　
の
ぼ
る
に

も
の
さ
し
を
　
う
け
と
ろ
う
と
　
し
な
か
っ
た
。


